
最強集客メソッド【レベル１『気にかけ』を伝える】

『気にかけ状』を作る



『気にかけ状』とは何か？

お客さんへ２回目以降、
『あなたレター』を送る時に、
一緒に同封するものです。



『気にかけ状』の実物



なぜ『気にかけ状』が必要なのか？

①丁寧な印象を与える

②絵のインパクトで目を引き付ける

③いつも気にかける人という印象を与える

気にかける

＜『気にかけ』の重要性＞

⇒身近に感じる人⇒ヒトとヒト関係⇒相談してみよう



『気にかけ状』２つのブロック

①「絵」ブロック

②「気にかけ」ブロック



「絵」ブロックには

「絵」と「一言」がある



『絵』を描こう

絵を決める⇒ 考える 探す

◯月絵手紙



絵の選定ポイント

・キレイなもの

・うまく書けそうなもの

これは味がある！

目に止まって、笑顔になる

『感性を磨く』



絵を描くのが苦手

絵が苦手な人

だんぜん有利

『味のある絵』

大丈夫！



用意するもの
A４用紙（複数枚） 筆ペン うす墨筆ペン



味の出し方１【横に置いて描く】

検索した絵

重ね書き

下書き

横に置いて描くようにする

⇒プリントアウト

うまく描けてしまい、

味が出なくなってしまう



味の出し方２【線を増やす】



味の出し方３【線の太さを変える】

強弱をつける
強

弱



味の出し方４【影をつける】



味の出し方５【細部を描く】

単純化



バランス

上半分を少し
大きめにとる



絵は枠いっぱいに描く



一言を書いていきましょう

「季節」に関連したこと

「絵の名称」を書くこと

感情を入れる

かえる



「一言」のポイントを

季
節

名
称

あ
な
た
の
気
持
ち

絵
の
気
持
ち



感情を入れてみよう

◇「絵（とんぼ）」の感情

・スー まーっすぐ
・急げ！急げ！

◇「見た人」の感情

・飛べるっていいな
・次はどこ行こう？

絵を見た自分をキャッチする



『気にかけ』ブロックを

作成する。



季節の『気にかけ』文を書く

文例を参考に作成しましょう。

書いたときの季節ではなく、
お客さんのところに届いた
ときの「季節の『気にかけ』
文」を書く



季節の『気にかけ』
１２ヶ月分文例（１月〜４月）

《１月》

・初春とはいえ厳しい寒さが続いております。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

・このところ例年にない寒さが続いております。

時折柄お体を大切になさってください。

・寒さも急に増したように感じるころとなりました。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

《２月》

・冬の名残りがなかなか去らず、寒さが続いております。

どうぞお身体にお気をつけください。

・立春を迎え、寒さも一息しておりますが季節の変わり目

となっておりますので、お体大切にしてください。

・朝夕にはまだまだ寒さが残っております。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

《３月》

・日毎に暖かさを増し春めいてまいりました。朝晩が

冷え込みますので、お体大事になさってください。

・春寒も緩みはじめ、過ごしやすい気候となってきました。

季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。

・早春とはいえ、寒さの続く毎日を迎えております。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

《４月》

・春冷えの日が続いております。

くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。

・一段と暖かさも増し、日中は汗ばむ陽気となりました。

朝晩は冷え込みますので、お体大事になさってください。

・うららかな好季節となりましたが、朝晩は冷え込みます。

時折柄お体を大切になさってください。



季節の『気にかけ』
１２ヶ月分文例（５月〜８月）

《５月》

・吹く風に初夏のすがすがしさを感じる昨今

季節の変わり目となっておりますのでお体大切にしてください。

・うつりゆく春の色に物憂さを感じる昨今となりました。

時折柄お体を大切になさってください。

・五月晴れの爽やかな日々は続いております。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

《６月》

・じめじめした日々が続いております。

どうぞお身体にお気をつけください。

・暑さが日増しに厳しくなってまいりました。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

・梅雨とはいえ、連日好天が続いております。

時折柄お体を大切になさってください。

《７月》

・寝苦しい夜が続きます。

体調を崩さぬよう、くれぐれもご自愛くださいませ。

・梅雨も明け、本格的な夏を迎えました。

くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。

・暑さもしのぎがたい毎日が続いております。

時折柄お体を大切になさってください。

《８月》

・立秋とは暦の上、暑い日が続いております。

どうぞお身体にお気をつけください。

・日中なお耐えがたい暑さが続いております。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

・暑さも峠を越したように感じます。

時折柄お体を大切になさってください。



季節の『気にかけ』
１２ヶ月分文例（９月〜１２月）

《９月》

・秋暑なお厳しい毎日を迎えております。

時折柄お体を大切になさってください。

・すがすがしい秋晴れがつづく昨今

季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。

・朝夕は多少ともしのぎやすくなってまいりました。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

《１０月》

・秋風の快い季節を迎えました。

朝晩は冷え込みますので、お体大事になさってください。

・日足もすっかり短くなり、めっきり涼しくなりました。

時折柄お体を大切になさってください。

・一日ごとに秋の色が濃くなってきます。

季節の変わり目となっておりますので、お体大切にしてください。

《１１月》

・寒冷を思える季節を迎えております。

くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。

・そろそろこたつが恋しい季節となりました。

くれぐれも体調を崩さぬよう気を付けてください。

・朝夕は一段と冷え込む日々が続いております。

時折柄お体を大切になさってください。

《１２月》

・ちらちらと初雪の舞うころとなりました。

時折柄お体を大切になさってください。

・一年が経つのは、ほんとうにあっという間ですね。

くれぐれも健康に気をつけてお過ごしください。

・何かと気ぜわしい年の瀬を迎えるころとなりました。

くれぐれもご自愛くださいませ。



書き方のポイント

書き方＝ 「ゆっくり書き」

走り書き→５秒
清 書 →１５秒

ゆっくり書き→５０秒

１０倍



署名部分のポイント

年・月・吉日＋社名・肩書き・名前

年・月・吉日＋名前

お客様と会社の関係

『ヒトとヒト関係』として署名する

私からあなたへの手紙のスタンス



オリジナルの
ハンコ作る



なぜ、オリジナルハンコがいるのか？

売ってますよね？

手間ひまかけているのが伝わる

手作り感が出て、身近に感じる

ハンコに愛着が湧く

画家気分になれる



オリジナルハンコを作成しよう①

《用意するもの》

自分の名前の中から一文字選ぶ

木 戸 一 敏

きどかずとし



オリジナルハンコを作成しよう②

完成！

《注意》
逆に書く！



オリジナルハンコを押そう！

・絵の近くに押す

・コピー後１枚１枚押す



なぜ、１枚１枚にハンコを押すのか？

・手間ヒマが伝わる

⇒身近に感じる

ハンコを押したものを
コピー

・赤のワンポイント

⇒目立つ

１枚１枚にハンコを
押す



今すぐ『気にかけ状』
を作成しよう。


